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研究成果の概要（和文）：テーマに就いて海外の知見を得た。渡米しJorge Ruiz de Velasco 教授（Stanford 
University）等多く研究者と聞き取り調査を実施し、また、Svetlana Darche（WestEd)や韓国の青少年政策研究
院などの研究者を招聘し、日本で議論した。研究２年目に論文「21世紀型教員の質保証システムにおける『成長
指標』の開発」（3-16ページ）で示した「21世紀型教員の質保証システムにおける『成長指標』」（試案）（16
ページ）を開発・提示し、残りの2年間をかけ、海外渡航での聞き取りや学校訪問、海外研究者の招請や日本に
おける学校訪問を通し、その指標の妥当性を検証した。

研究成果の概要（英文）：The project gained knowledge from abroad on the theme. We travelled to the 
USA and conducted interviews with many researchers, including Professor Jorge Ruiz de Velasco 
(Stanford University), and invited researchers from Svetlana Darche (WestEd) and the Korea Institute
 for Youth Policy Research to Japan for discussions. In the second year of the research, we 
developed and presented a draft of the paper "Development of 'growth indicators' in the quality 
assurance system for 21st century teachers" (pp. 3-16), which we presented in the paper "Development
 of 'growth indicators' in the quality assurance system for 21st century teachers" (pp. 16), and 
spent the remaining two years of the research conducting interviews and school visits on overseas 
trips, inviting overseas researchers The validity of the indicators was verified through interviews 
and school visits during overseas trips, invitations and visits to schools in Japan.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
21世紀型の教師のコンピテンシーを教育実践を通した教師のキャリア形成過程におき、「21世紀型教員の質保証
システムにおける『成長指標』」（試案）を示し、米国や韓国での聞き取り調査及び海外から研究者等を招聘し
「成長指標」の妥当性を検証したところにたところに学術的意義がある。さらに、児童生徒のキャリア形成に携
わるキャリア教育がもつ、実践者としての教師のキャリア形成に与える影響を認め、米国におけるLinked 
Learning及び韓国における進路教育の実践、そして日本におけるキャリア教育の実践を比較検討し、教師の成長
局面と照射し成長指標を示したところに社会的意義を認めることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

ICT、IoT、AI など科学技術の目まぐるしい進展、国際化がもたらすグローバルスタンダード
の到来や外国籍の児童生徒の増加、一方で、いじめ、不登校、貧困などによる格差、家庭の教育
力の低下など学校現場はかつてない環境に置かれている。こうした中で教育に携わる教員の在
り方については、2012 年の中央教育審議会答申「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総
合的な向上方策」で学び続ける教員像の構築の必要性が指摘され、さらに、2015 年の中央教育
審議会答申で「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」では、キャリアステ
ージに応じた資質能力を高める自律性、深く知識を構造化する力、学校を取り巻く新たな教育課
題に対応する力などを求めており、教師のキャリア形成は今後の教師教育では必要不可欠な課
題となっている。 

2017 年告示の小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領では、義務教育においてキャリア
教育が初めて求められた。高等学校では既に 2009 年告示の学習指導要領でキャリア教育が求め
られており、ここに、小中高等学校 12 年間のキャリア教育の展開が初等、中等教育で成立した。
キャリア教育の組織的・系統的実践への力量が問われる時代が到来したといえる。 
教師教育は、これまでの教師としての資質能力を明らかにしその職能成長を図る教育から、生

涯にわたってその専門性を追究し、高度化していく中で、ひとりひとりが教師としてのキャリア
を展望し、その中での自らの成長をマネジメントする意識を育成する教育への転換が求められ
てくる。児童生徒のキャリア教育を実践する中で、教師が自らのキャリア形成を相乗的に果たし、
学校教育が直面する課題に取り組む資質能力を身に付けていくことは、「Society 5.0」が示す「学
びの在り方の変革」を進め、「新たな社会を牽引する人材の育成」を促進することにもなる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、変化が激しく予測不可能な未来社会において自立的に生き、社会の形成に参画する

児童生徒の教育を担う教員の育成を、個人のキャリア形成と養成・研修を担う教育行政や教育機
関との関連でとらえ、その課題を解明し、21 世紀型教員の質保証のシステムを構築することを
目的とする。その際、2008 年に創設された教職大学院の新たな教員養成の機能に焦点を当てる。
具体的には、以下の三つである。 
①児童生徒のキャリア教育を担当する教師のキャリアステージ及びステージで求められるコン
ピテンシーを明らかにする。 
②米国カリフォルニア州のキャリア・テクニカル教育の教師資格や 韓国における進路教育に携
わるキャリア教育担当教師の資格について、州教育省や教員養成機関との関連で取得要件と学
校現場での職務内容を分析し、活動に求められるコンピテンシーを明らかにする。 
③2008 年に創設された教職大学院の教員養成機関としての機能を明確にし、①②の研究で明ら
かになった教師のキャリアステージにおけるコンピテンシーを身に付けるカリキュラム開発を
行い、21 世紀型教員の質保証システムの構築を目指す。 
 
３．研究の方法 
当初、研究方法として、1 年目を米国カリフォルニア州の Instructions and Guidelines for the 

development of the CTE Local Plan(2008-2012)に依拠した研究を進め、2 年目は特にアジア地
区キャリア発達学会副会長のポストを活用し韓国等での研究を基に、それぞれのキャリアステ
ージで求められるコンピテンシーを構造化する予定であった。研究 1 年目はどうにか海外研究
者招聘や海外調査に着手できたが、2 年目の 2020 年、3 年目の 2021 年はコロナ禍で当初の研
究計画を変更せざるを得なくなった。当初の予定では、海外の知見をもとに、２年目から３年目
にかけて、キャリアステージにおけるコンピテンシーの構造化について、学校マネジメントの視
点を融合させ、キャリア教育に携わる教師のキャリア形成と学校教育を俯瞰的に見る視野の育
成を行い、教員の質保証システムにつながる養成段階の教職大学院の学部新卒学生等に機能す
る教師教育をめざす予定であった。海外の知見が十分得られる保証がなかったため、最初にコン
ピテンシーの構造化に着手し、その構造化を検証する場として、海外での視察や、招聘講師によ
る協議を位置づけた。コロナが数年で収まることを想定しての計画であった。結果的にその通り
になり、研究期間は 5 年間となったが、成果を残すことができた。 
5 年間の研究の経過とその成果について次項で記述する。 
 
４．研究成果 
（１）研究１年目（2019年度） 

2019年 8月、米国カリフォルニア州の CTE Local Planに発展的 CTEと位置付けられた Liniked 
Learning の研究者であるカリフォルニア州立大学ロングビーチ校のコリーン・マルティネズ准
教授を招聘し、演題 ’Transforming California’s High Schools: The case for Linked Learning’
でご講演をいただき、21 世紀以降を支える教育を行う 21 世紀型教員像について議論することが
できた。発表内容については、日本キャリア教育学会（2020）に掲載した。 



2019 年 9 月には、米国カリフォルニア州ロスアンゼルス市、ロングビーチ市で展開されてい
る、教科と職業を強くむずび付け 21世紀以降を支える人材育成を企図した Linked Learningに
携わる教師の専門性育成（professional development)を視察し、そのキャリア形成の機能を見
出した。視察には教職大学院の院生及び現職教員も同行し、報告書を作成し、教師としてのキャ
リア形成を考察した。報告及び考察については早稲田キャリア教育研究会（2020）に掲載された。 
（２）研究 2年目（2020年） 
 2020 年 4 月に発出された「緊急事態宣言」により、学校の教育活動が止まるなど、外部と接
触する研究は成立しなくなり、海外研究においては 2019 年度の成果のみを生かす形で、キャリ
ア教育を担当する教師のキャリアステージ及びステージで求められるコンピテンシーの構造化
に着手することとした。一方で、教職大学院の資源を生かし、授業名「学校マネジメントの視点
からみた学校教育研究」（2単位）を実際に立ち上げることとなり、テキスト三村隆男（2020）を
発刊した。さらに、コンピテンシーを想定し、テキストを活用するためのシラバスづくりに入っ
た。授業は、半期オンラインで開始され、オムニバス形式で関わった教員同士が、キャリア教育
を包摂した教育課程全般について学ぶ中での、学生が身に付けるコンピテンシーの在り方につ
いて意見交換を行った。 
 それまでの成果については、三村隆男、宮古紀宏（2021）に掲載した。 
（３）研究 3年目（2021年） 
 『学校マネジメントの視点からみた学校教育研究』の知見及び三村隆男（2013）の知見を参考
に、また制限の多い中での教職大学院生及び現職教員の資料をもとに、「21世紀型教員の質保証
システムにおける『成長指標』」（試案）として、成長指標を先に構造化をおこなった。さらに、
その構造化が妥当であるか、以降の国内及び海外の調査研究によって検証するとの方針転換を
行った。構造化された視聴し票は、「21 世紀型教員の質保証システムにおける『成長指標』（試
案）」（表）（以下「指標」）として、早稲田キャリア教育研究会（2022）の 16 ページに掲載され
た。 
（４）研究 4年目（2022年） 
研究 2年目、3年目と進捗状況はは緩やかであったが着実に前進はしていた。4年目に入った

が依然海外からの招聘が叶わなかったため、2022 年 6 月、カリフォルニア州立バークレー校の
アニー・ジョンストン博士、及びリンクト・ラーニング協会のロバート・カーティス博士をオン
ライン研究会に招待し演題 ‘Green Linked Learning’でご講演をいただき、環境保全とキャリ
ア教育の在り方を基に、生徒と教師のキャリア形成について議論した。こうした環境問題は、児
童生徒がこれからキャリア形成をしていく社会の条件整備にほかならず、21 世紀型教員の質保
証システムの構築にも深くかかわるものと位置づけた。 
2022年 10月には、コロナ後、最初の海外調査を実施し多大な成果をおさめた。Jorge Ruiz de 

Velasco 教授（Stanford University）と、著書の Ruiz de Velasco, J. (2019)における、総合
的生徒サポートにおける教師のキャリア形成について議論した。Maeve Katherine Bergman, JD 
（Success Center California Community College）と、Community Collegeにおける Program 
Guided Pathway の説明及び、教師と学生のキャリア形成上の必要な、認知的再構成の機能につ
いて議論した。Gary Hoachlander（President, ConnectED: The National Center for College 
and Career）から、Linked Learning の成り立ちと、児童生徒のキャリア形成に関わる教員のキ
ャリア形成について議論した。Betty Miura(California Department of Education)からは、
California School Dashboard の概要について説明をうけ、College and Career 指標が児童生
徒及び教員のキャリア形成に与える影響について議論した。 
2022年 12 月、韓国ソウル市開催の国際学会である 46th IAEVG international conference. 

にて、タイトル‘Development of an Alternative Program to Work Experience for Middle 
School Students and Examination of its Effectiveness’のタイトルで、職場体験のもつキャ
リア形成の効果がを明らかにした。また同時に開催された日韓ラウンドテーブルにて、‘Issues 
in Student Guidance and the New Student Guidance Proposal’のタイトルでパネリストとし
て発表し、生徒指導の抱える課題と教師のキャリア形成について議論した。 

さらに、2023年 2月、Linked Learning Alliance Conference 2023 にて、‘Linked Learning 
in Japan Introduction of Career Education in Joetsu City’とのタイトルで、元カリフォ
ルニア州スクールカウンセラー協会会長ダリル・ヤギ先生と共同発表を実施した。日米の地域を
巻き込んだキャリア教育実践が展開する教師のキャリア形成について発表し、参加者と議論し
た。 
（５）研究 5年目 
 コロナも収まり、海外からの招聘講師が可能になり、2023 年 7月、WestEdのシニア・リサー
チャーのスベトラーナ・ダーシュ様を招き、演題‘Inquiry-Based Science ‘GLOBE’ as a Form 
of Career-Related Learning in the Linked Learning Approach: Empowering Students with 
Skills, Agency, and “Zest”!’でご講演いただき、高次キャリア教育である Linked Learning
における探究的取り組みと職業学習を連携させることによるキャリア形成について議論した。 
2023 年 9 月韓国ソウルの学校及び教育施設を教職大学院の院生を引率し、中学校、高等学校

に加え、学校外青少年（通常の学校教育になじまない子どもたち）の通う代案学校など、を視察
し、報告書を作成する過程で教師としてのキャリアを考える機会を創出した。報告書は、早稲田
キャリア教育研究会（2024）に掲載された。 



2023年 11月には、韓国職業能力研究院、韓国青少年政策研究院など、韓国のキャリア教育を
担当している組織から 2名を招き、教職大学院の授業にて、演題「韓国キャリア教育の現況及び
課題:キャリア教育担当教師を中心に」及び「韓国の学業中断（不登校）予防及び代案教育政策」
について講義を依頼した。受講者には講義を受講しての考察を提出させ、「指標」との関連を検
討した。 
2023年 12月、カリフォルニア州立バークレー校のデボラ・マッコイ博士を招き、教職大学院

の授業にて演題‘A Pedagogy of Hope Planning Cities with Young People and Schools Forging 
Justice, Generating Joy’で講義を依頼した。児童生徒を都市計画に参与させる Y-PLANでの学
習と、都市計画における児童生徒や教師のキャリア形成について講義を依頼した。受講者には、
講義のを受講しての考察を提出させ、「指標」との関連を検討した。 
2024 年 2 月には、カリフォルニア州教育省、WestEdなど、教職大学院の院生及び現職を引率

し、Linked Learningをさらに発展させたプログラムである GLOBEや Y-PLAN に触れえたそれぞ
れの教師キャリアへのリフレクションを観察し、21 世紀型教員の質保証システムの構築をめざ
した。 
2024 年 3 月には、三村隆男（2024）にて、日本にキャリア教育が導入されてから、教師がそ

の進展にどのようにかかわったか、キャリア教育以前の時代も含め、移行支援における教師のキ
ャリア形成支援と社会正義の関係について論じた。また、米国カリフォルニア州のキャリア教育
の進展についての最新の情報と三村隆男・宮古紀仁（2024）でまとめ、指針との関係を検討した。 
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                          表 21世紀型教員の質保証システムにおける「成長指標」（試案）                                                   

 

 第一局面 第二局面 第三局面 第四局面 第五局面 第六局面 
 教員養成フェーズ 新任教員フェーズ 基準フェーズ チーム学校フェーズ 専門フェーズ 外部支援フェーズ 

 
教
師
キ
ャ
リ
ア
の
形
成 

学生から教師キャリアへの円滑な移
行             
概要：反省的実践のモデルを示す。           
・ 経験と経験からの信念を知識と融
合させる。 
・ 理論の実践化事例を提示する。 
・ 省察過程にある実践やそこから得
た教訓を表現する。（事例研究、自叙
伝、実践日誌などの形で） 

教師キャリアへの定着促進 
概要：新任教師の立場を理解し、積極
的に適応しようとする。 
・ 共通の課題や必要とされるものを
明らかにする。 
・ 課題解決について協議し適切な解
決法を決めていく。 
・ 勤務校や地域の学校での同じ局面
の教師コミュニティを形成する。 
・ 機能する教育資源を共有する。 

キャリア計画の立案 
概要：教師の職務を身につけ概観し、
時期を利用し今後のキャリア・プラン
を立案する。 
・管理職、主幹教諭、指導教諭等のジ
ョブ・シャドウイングを行う。 
・本局面における教師のキャリア形成
を理解する。 
・他業種の経験し、教職を多角的に見
つめる。 

キャリア形成の機会の確保  
概要：優れた知識や技能をもちあわせ
ていることを認知し、発揮する。 
・ピア・コーチング・チームをコーデ
ィネートする。 
・ 実際的研修ワークショップの企画 
・ 学校内外で共有する学習単元開発 
・ チームのメンバーとして学校経営
上の意思決定を下す。 

新たなキャリア計画 
概要：専門性を生かす新たなキャリア
へのシフトを想定したキャリア形成
計画を立てる。 
・大学院等における学修によるキャリ
ア・シフトの情報を収集する。 
・現在もっている専門性と求められる
専門性とのギャップに気づき、埋めよ
うとする。 
  

キャリア収束への準備 
概要：キャリアを収束させるための計
画を立案する。 
・年齢とキャリアとを勘案し、収束計
画を立案する。 
・継承者の特定とキャリアの委譲を進
めていく。 
・資料や成果の整理や保管を行う。 

 
 
専
門
性
の
伸
張 

教育技術および規範意識の醸成方法
の開発        
概要：教育実習に先行し、教室の観察
法を学ぶ。             
・ 専門教育用語を理解する。 
・ 教師の働きかけと児童生徒の行動
における原因－結果関係を明確にす
る。 
・ 教育計画、実践、結果としての成
果などを予測し評価する。 
・ 自らの教育活動が適切さを判定す
る。 

教員としての資質・能力の獲得                 
概要：教員としての専門知識を身につ
ける。          
・ 行政区、学校固有のカリキュラム
を基盤に可変的に教育内容を提供す
る。 
・ 指導内容に適切な教材を位置づけ
る。 
・ チーム・アプローチを通し日常業
務に対応する。 

教職への倦怠及び専門的な成長の欠
如からの脱却              
概要：授業実践の拡大と吟味のため、
以下の専門性を開発する機会を確保
する。             
・ 個人としての省察を支援する機会 
・ 同僚と学習する機会 
・ 専門性の到達点や興味の明確化の
機会 
・ 最新の優れた研究や実践を知り、
それに基づいて活動する機会 

専門性の共有 
概要：教員養成や初任者研修プログラ
ムの開発に関与する 
・ 大学で活用できる動画教材の作成 
・ 教育方法の授業や現職研修ワーク
ショップで大学の教員とTTを行う。 
・ 第一、第二局面の教員のメンター
となる。 
・ 教室実践や授業プログラムを教育
誌に投稿する。 

専門性を他の教師と分かち合う 
概要：様々な開発や発信の業務に関与
する。 
・ 第一局面、第二局面の教師対象の
大学の授業を担当する。 
・ 第三局面の教師対象の修士レベル
の授業を担当する。 
・ 専門性が共有できる優れた授業動
画を作成する。 
・ 各局面の教師の教育方法の授業や
研修のためのワークショップを行う。 
・ 専門的な学会誌へ論文を投稿する。 

新鮮で多彩な専門性への挑戦   
概要：教師の専門性を主唱する。 
・ 教育について地方自治体や国家の
法制化に影響を及ぼす。 
・ 地方の学区の諮問委員会の委員と
なる。 
・ 地方自治体や国の教育関連の審議
会の委員を務める。 
・ 教育や青少年に関わる法制化のコ
ンサルタント役をする。 

 
局
面
固
有
の
課
題
対
応 

教室の現実への対応      
概要：教育実習における、指導、教授
及び養護の連携の重要性を知り、学級
経営モデルを学ぶ。                                
・ 教育内容を体系化する。 
・ 学校の日常の仕事を遂行し続ける。 
・ 児童生徒の成績表、ポートフォリ
オ、レポートなどの児童生徒の取り組
みを評価し、共有する。 

教師としての責任に耐える        
概要：系統的・発達的に以下のテーマ
のワークショップを提供する。                 
・ 適時に情報を収集する。 
・ 明確で多様な教育モデルや学習ス
タイルの事例を学ぶ。 
・ 個々のニーズに合致したワークシ
ョップを開催する。 

キャリア形成の促進    
概要：肩書きや昇給が一律な中で、知
識や技能の伸長が認知されるように
配慮する。     
・ 教師グループでのピア・コーチを
行う。 
・ 研修ワークショップを主宰する。 
・ 学校内外の教師と連携し、共同の
単元開発を行う。 
・ 実習生の指導教員となる。 

専門的な成長    
概要：専門的成長を維持するための時
間や職務内容の支援をうける。                  
・ 勤務中、勤務後の教職に関する研
究会に参加する機会を確保される。 
・ 市町村県や全国レベルの学会・研
究会への参加を奨励される。 
・ 会の取りまとめ役となる。 
・ 自己研鑽を継続するためのサバチ
カル(長期研修)の機会を得る。 

次から次へと訪れる新たな挑戦   
概要：省察－刷新プロセスを充たすた
めの新たな変化を求める。 
・ 勤務校や学区内の学校における新
たなレベルでの授業実践を行う。 
・ 危機に直面した児童生徒のグルー
プに対し適切な形で指導を行う。 
・ 教育上のあるいは青少年に関する
問題における法制組織に委員として
かかわる。 

新たな役割や責任       
概要：以下の関与を求める。 
・ 第一局面、第二局面の教師用のセ
ミナーを開発し実施する。 
・ 第二局面の教師に対し専門職レベ
ルの仕事を示す。 
・ 第一局面教師へスーパービジョン
を行う。 
・研修用ワークショップを提供する。 
・ 第三局面教師のメンター役を担う。 

 
次
局
面
の
移
行
方
策 

児童生徒理解の基本的方策     
概要：教育実習における児童生徒理解
の推進             
・ 児童生徒の行動観察の方法を知る。 
・ 家庭環境、地域環境を理解する。 
・授業場面での児童生徒を理解する。 
・ 学級日誌、提出物、日常のコミュ
ニケーションによる児童生徒理解を
学ぶ。 
 

学校・地域に支援的環境を作る                
概要：以下の内容を提供し、職場で親
和的雰囲気をつくる。             
・ 新人教師に最適な仕事を理解する。 
・ 現実的な教室配分や児童生徒の配
分を知る。 
・総合的な新任用のプログラムを開発
する。 
・他局面教師との連携や教育活動を観
察する。 

仕事上の孤立からの回避   
概要：管理職から学校への貢献を認め
られ、教員間の交流時間を捻出する。    
・ 同僚教師と週単位、日単位の計画
をグループで立案する時間をもつ。 
・ 仲間の教育活動観察とフィードバ
ックの機会を確保する。 
・ 研究会やセミナーへの財政的援助
をうける。 
・ 教師同士の相互交流が奨励される。 

地域連携の推進 
概要：地域の課題を特定し、地域資源
を活かした教育を創出する。 
・コミュニティ・スクールを推進する。 
・有為な地域人材とつながる。 
・地域の教育資源を発掘する。 
・児童生徒が地域の課題を解決するプ
ロジェクトを地域と連携し開発する。 

省察する時間や学習する機会の確保   
概要：専門的な成長を維持する時間と
支援を受ける。 
・ 学会への参加・発表の機会を得る。 
・ 国の組織で指導的な役割を果たす。 
・ 全国的学会でワークショップを立
ち上げ、論文発表する。 
・ 獲得した専門性の学校教育への貢
献方法について考える。 

貢献の機会の創出  
概要：学校教育制度に貢献する。 
・危機に直面した子どものチューター
役を果たし、支援をする。 
・地域の教育課題解決などに積極的に
参与する。 
・ 非常勤の教員として務める。 
・ 教育委員会の委員となる。 
・ 読み書きを教えるボランティアと
なる。 
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